
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２組に分けてアンケートを配布するが（平成１７年度以降と同じ），回答実数を確

保するとともに，属性分析を行うため，調査対象者数を３，０００人から４，０００

人に増やす。 

 

  

設 問 数  ９９（アンケートＡ ４９，アンケートＢ ５０） 

配 布 方 法  ２組に分けて配布 

       配布数 １，５００人×２アンケート 

有効回答数  ９７２（回収率３２．４％） 

 

（参考）有効回答数 平成１８年度 １，０９９（回収率３６．６％） 

          平成１７年度 １，１２８（   ３７．６％） 

          平成１６年度 １，２３７（   ４１．２％） 

 

 

 

 

⑴ 実施時期について，異動の多い４月を避け，５月とする（下記４参照）。 

⑵ 調査対象者が認知しやすいように，現在茶色である送信用封筒の色を目立つ色と

するとともに，「アンケート票在中」の表示を大きくする。 

⑶ 調査対象者が調査の趣旨を理解しやすいように，協力依頼文を調査票から分離す

る。また，記入方法についても，参照しながら回答できるように，調査票から分離

する。                           ➣参考１，２ 

⑷ 調査対象者の負担感を減少させるため，生活実感に関する設問において，「京都

市の施策」（施策名）を削除する。これにより，アンケート票は，これまでの９ペ

ージから６ページに減少する。            ➣参考１，２，３，４ 

 

 

 

 

 

 

～ 市民生活実感調査（案)について ～ 

１ 調査対象者数の増加 

資料２ 

平成１９年度調査 

２ 回収率の向上に向けた工夫 



 

 

 

より適切な設問とするため，設問を変更する。            ➣参考５ 

 

  

 

 平成１９年度 平成２０年度 

調査票郵送 ４月 ６日（金） ５月 ７日（水） 

調査期間開始    ７日（土）    ８日（木） 

礼状兼督促状送付   １２日（木）   ２１日（水） 

調査期間終了（投函締切日）   ２７日（金）   ２６日（月） 

 

４ 実施日程 

３ 設問の変更 


